
Ⅱ　財政状況の分析

区　　分

財 務 上 の 特 徴

課 題 ①上下水道事業に対する繰出金の適正運用

課 題 ②特別会計に対する繰出金の適正運用

課 題 ③町税徴収率の向上

課 題 ④自主財源の確保

課 題 ⑤給与水準の適正化

留 意 事 項

　注１　「財務上の特徴」欄は、人口や産業構造、財政構造や地域特性等を踏まえて記載すること。また、

　　　財政指標等について、経年推移や類似団体との水準比較などをし、各自工夫の上説明すること。

　　２　「財政運営課題」欄は、税収入の確保、給与水準・定員管理の適正合理化、公債負担の健全化、

　　　公営企業繰出金の適正運用、地方公社・第三セクターの適正な運営等、団体が認識する財政運営上

　　　の課題及びその具体的施策について、優先度の高いものから順に記載する。また、財政運営課題と

　　　認識する理由を類似団体等との比較を交えながら具体的に説明すること。

　　３　「留意事項」欄は、「財政運営課題」で取り上げた項目の他に、財政運営に当たって補足すべき

　　　事項を記載すること。

　　４　必要に応じて行を追加して記入すること。

財 政 運 営 課 題

内　　　　容

　当町は６割を山林・原野が占める中山間地域で、若年齢層の流出など
により人口は年々減少し、少子・高齢化が急速に進行しています。こう
したなか、町の財政状況は歳入の中心である地方交付税が年々減少し、
町税は税源移譲や税制改正により増加したものの、今後の増加は見込め
ない状況にあります。歳出では、扶助費の増加や特別会計及び公営企業
に対する繰出金等が年々増加し大きな財政負担となっています。また、
平成１６・１７年度で皆野小学校校舎建替事業を実施、引き続いて平成
１９・２０年度で皆野中学校校舎建替事業を実施します。これにより基
金残高も減少し、今後の財政運営は更に厳しくなります。平成１７年度
の実質公債費比率は１７．０％と高く、類似団体平均と比較しても大き
く上回っています。

　平成１４年度末では１，８２９，９３６千円あった積立基金残高が、
平成１７年度末では９３７，０２６千円にまで減少しています。今後
は、基金からの繰入金を最小限にとどめ、歳入規模に応じた財政運営を
行っていくためにも、徹底した歳出削減に取り組みます。

　平成１７年度のラスパイレス指数は７９．６％で類似団体内で最下位
となっています。地域手当の廃止と併せ給与水準の適正化を図ります。

　自主財源の確保については、町税の確保とともに、未利用地売払い等
による財産収入の増額や、使用料・負担金等の見直しに取り組みます。
また使用料や負担金の滞納整理についても積極的に実施します。

　平成１７年度の徴収率は８１．６％で類似団体平均を下回っていま
す。平成１８年度は８１．８％と僅かに向上しました。特に固定資産税
の徴収率が極端に低く、今後も滞納整理の強化等に取り組みます。

　特別会計（国保・老保・介護）に対する繰出金は年々増加していま
す。特に国保特会に対する赤字補てん財源繰出金は平成１７年度が７
１，２６５千円であり、今後は国保税の見直しを検討し実施します。

　上下水道事業に対する繰出金は年々増加しています。皆野・長瀞水道
企業団及び秩北衛生下水道組合（公共下水）の経営改善に取り組み、財
政の健全化を図ることにより繰出金を削減します。


